
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 

 

※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 

 

学校名 鎌倉女子大学 

設置者名 学校法人鎌倉女子大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･
通信
制の
場合 

実務経験のある 
教員等による 

授業科目の単位数 

省令
で定
める
基準
単位
数 

配
置
困
難 

全学
共通
科目 

学部
等 
共通
科目 

総合
教育
科目 

専門
科目 

合計 

家政学部 

家政保健学科 
夜 ・
通信 

― 

― 

6 70 76 13  

管理栄養学科 
夜 ・
通信 

6 59 65 13  

児童学部 

児童学科 
夜 ・
通信 

― 

6 82 88 13  

子ども心理学科 
夜 ・
通信 

6 24 30 13  

教育学部 教育学科 
夜 ・
通信 

― 6 126 132 13  

（備考） 

 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

鎌倉女子大学ポータルサイト シラバス検索 

https://kwup.kamakura-u.ac.jp/uprx/up/pk/pky001/Pky00101.xhtml?guestlogin=Kmh006 

検索キーワード「実務経験」を入力し、「実務経験を活かした授業」の講義一覧を表示させる。 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「6.大学等の教育課程に関する情報」 

＞(1)授業科目、授業内容、授業計画＞大学 実務経験を活かした授業 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/curriculum/index.html 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名     該当なし 

（困難である理由） 

 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 

 

※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 

 

学校名 鎌倉女子大学 

設置者名 学校法人鎌倉女子大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「1.基本情報」＞(5)役員・評議員名簿 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/basic_info/index.html 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 
や期待する役割 

非常勤 株式会社 相談役 

2025.6.6 
～ 

就任後4年以内に終了する会

計年度のうち最終のものに関

する定時評議員会の終結の時

まで 

管理運営 

非常勤 公益財団法人 理事長 

2025.6.6 
～ 

就任後4年以内に終了する会

計年度のうち最終のものに関

する定時評議員会の終結の時

まで 

管理運営 

（備考） 

 

 

 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 鎌倉女子大学 

設置者名 学校法人鎌倉女子大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要  

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基

準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表しているこ

と。 

（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

・授業計画については、各授業科目の「科目ナンバー」「授業時間以外に必要な学習時間の目

安」「授業概要」「到達目標」「建学の精神に基づく深い教養と高い専門性に富む学士力の

形成への貢献」「内容（授業の各回の授業内容）・方法（講義・実験、演習等）」「準備学

習・発展学習」「成績評価（評価方法・割合）」「教科書」「参考書」を記載した『シラバ

ス』を作成している。 

・実務経験のある教員による授業科目については、『シラバス』の「実務経験を活かした授

業」の欄に、実務経験のある教員がどのような授業を行うかを記載している。 

・シラバスに記載する必要がある項目、記載方法、留意事項等について『シラバス作成の手

引』に示している。 

・『シラバス』の作成過程については、12月に『シラバス作成の手引』を教員に配付し、作成

依頼を行う。2月末までに各教員は担当授業科目のシラバスを作成する。各教員が作成した

シラバスを学科長・教務担当教員が確認し、3月末に大学のホームページに公表する。 

授業計画書の公表方法 
鎌倉女子大学ポータルサイト シラバス検索 

https://kwup.kamakura-u.ac.jp/uprx/up/pk/pky001/Pky00101.xhtml?guestlogin=Kmh006 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、学

修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定しているこ

と。 

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

・学修成果の評価については、学則第35条に成績評価、第36条に成績評価要件、第37条に単位

の授与、第38条に試験について規定し、学生に示している。 

・各授業科目の評価方法については、『シラバス』に記載している。 

・『シラバス』には、試験、課題提出、実技、成果物提出、発表、実践、グループワーク、受

講状況等の評価方法をあらかじめ示している。 

・『シラバス』に示した評価方法の複数の要素を用いて、各学生の学修成果を総合的に評価

し、単位を与えている。 

 

  



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 

（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

・成績評価には、GPA制度を取り入れ、客観的な指標を設定している。 

・GPAの算出方法は、以下の通りである。 

 

・成績評価とGPAについては、履修規程第12条に成績評価について規定するとともに、大学ホ

ームページ「情報公開」ページに掲載している。 

・成績の分布状況については、各学期の成績確定後に、教務部学務課でデータをまとめ、資料

（成績一覧表、各学科・各学年のGPA一覧表（GPA順・学籍番号順））を作成している。各学

科の学科長・教務担当教員・クラスアドバイザーは、作成された資料を確認することで、成

績の分布状況を把握し、学修指導に活かしている。 

合否 評価 評点 評価の基準 
Grade 

Point 

合格 

Ｓ 100～90点 
到達目標を十分に達成できている非常に 

優れた成績 
４ 

Ａ 89～80点 
到達目標を十分に達成できている優れた 

成績 
３ 

Ｂ 79～70点 到達目標を達成できている成績 ２ 

Ｃ 69～60点 到達目標を最低限達成できている成績 １ 

合 合格 段階なし 
GPAに 

算入しない 

認 合格 段階なし 
GPAに 

算入しない 

不合格 

Ｆ 59点以下 到達目標を達成できていない成績 ０ 

Ｅ 成績評価なし 評価なし ０ 

否 不合格 評価なし 
GPAに 

算入しない 

 

GPAの算出式（小数点第2位を四捨五入し、小数点第1位までを算出する） 

GPA ＝ 
（履修登録した授業科目のGrade Point × 単位数）の合計 

履修登録した授業科目の単位数の合計 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「6.大学等の教育課程に関する情報」 

＞(2)学修成果の評価、卒業・修了認定の基準 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/curriculum/index.html 

 

  



  

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施している

こと。 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

・卒業の認定方針については、大学、各学部、各学科のディプロマポリシーを策定し、大学ホ

ームページに公表している。 

・ディプロマポリシーについては、カリキュラムポリシーとともに、オリエンテーションの

際、学生に理解を促し、学生はディプロマポリシー、カリキュラムポリシーを意識した履

修・学修を行っている。 

・卒業判定の手順については、卒業学年の成績確定後、まず学科長・教務担当教員・クラスア

ドバイザーによって卒業要件充足状況を確認し、学科会議において、卒業要件充足者が各学

科の学士課程修了及び卒業並びに学位授与を認定できるか審議する。続いて教務委員会、学

部長会議、教授会の順で審議し、最終的には教授会の議を経て学長が決定している。 

・卒業の認定に関する方針の具体的な内容は次のとおり。 

◎大学のディプロマポリシー 

鎌倉女子大学は、「教育の理念（感謝と奉仕に生きる人づくり）」「教育の目標（科学的教養の向上と優

雅な性情の涵養）」「教育の姿勢（人・物・時を大切に）」「教育の方法（ぞうきんと辞書をもって学

ぶ）」「教育の体系（知育・徳育・体育の調和）」によって構成される「建学の精神」に基づき、以下の

ように学位授与の要件を定める。 

１．本学固有の教育理念であると同時に、古今にわたる普遍の教育理念である「感謝と奉仕に生きる」を

常に目途としながら、本学固有の教育目標である「科学的教養の向上と優雅な性情の涵養」を図り、

自らの職能・職域を通じて健全な社会の創造に貢献し、自らの未来を力強く切り拓くため、所定の期

間在学し、所定の単位を修得していること。 

２．大学共通の「建学の精神」を含む『総合教育科目』及び各学部・学科の設置目的に照らして編成され

た『専門教育科目』を併せて修得していること。 

◎家政学部のディプロマポリシー 

家政学部は、建学の精神及び教育目的に基づき、以下のように学位授与の要件を定める。 

１．「科学的教養の向上と優雅な性情の涵養」を図り、家政学、保健学、または栄養学等の分野における

学術知見と方法の修得を通じて、健康で文化的な人間の生存とその形式、また健全で多様性に富む生

活世界を創造できること。 

２．所定の期間在学し、所定の単位を修得していること。 

◎家政保健学科のディプロマポリシー 

家政保健学科は、建学の精神及び教育目的に基づき、所定の期間在学し、以下に示す深い教養と高い専門

性に富む学士力を形成し、所定の単位を修得した学修者に、「学士（家政学）」の学位を授与する。 

１．知識・理解 

 ・人間・社会・文化・歴史・自然・健康・生活について、幅広い知識と豊かな教養を身につけている。 

 ・人間生活と直接関わる家政学及び保健学の専門的知識を体系的に理解している。 

２．汎用的技能 

 ①コミュニケーション・スキル 

 ・他者の意見や考えを理解するとともに、自分自身の意見や考えを他者にわかりやすく伝えることがで

きる。 

 ②数量的スキル 

 ・家庭生活を中心とした人間生活に関する数値やデータを分析・理解し、活用することができる。 



  

 ③情報リテラシー 

 ・情報通信技術（ICT）を用いて、家庭生活を中心とした人間生活に関する情報を収集・分析し、活用

することができる。 

 ④外国語運用能力 

 ・特定の外国語を用いて読み、書き、聞き、話すことができる。 

 ⑤論理的思考力 

 ・生活者の視点で、ものごとを論理的に思考し、表現することができる。 

 ⑥課題-解決力 

 ・現代社会における生活課題を発見し、これを創意・工夫によって解決を図ることができる。 

３．態度・志向性 

 ①自己管理力 

 ・自らを律し、主体的、計画的に行動できるとともに、自立した女性としてライフキャリアを描くこと

ができる。 

 ②チームワークとリーダーシップ 

 ・組織の中で、他者と協調・協働して物事に取り組むことができるとともに、目標実現のための方向に

導くことができる。 

 ③道理の感覚 

 ・社会のマナーやモラルに対する感覚を磨き、くらしと健康に関する専門家として求められる高い倫理

観を備え、自らを律して行動することができる。 

 ④社会的責任 

 ・家政学及び保健学の専門的知識・技能等を活用して、地域や社会に貢献することができる。 

 ⑤審美的なものに自己を差し向けること 

 ・美しいもの善いものに目を向け、その価値に憧れを抱く素直な態度を身につけている。 

 ⑥生涯学習力 

 ・くらしと健康に関する専門家として生涯を通じて学び続けられる自学自習の習慣を身につけている。 

 ⑦健康推進 

 ・健康を意識した生活を心がけるとともに、人々の生活の質的向上を目指し、家族と個人のウェル・ビ

ーイングを実現できる。 

４．統合的な学修経験と創造的思考力 

 ・家庭や地域、企業活動など私たちの身近にある課題について、一人の生活者の視点で追究する力を身

につけている。 

 ・時代に合ったライフスタイルや、健康で快適な生活を、自ら創造、提案する力を身につけている。 

 ・生活関連企業において、または中学校・高等学校の教員（家庭・保健）、小学校・中学校・高等学校

の養護教諭として活躍できる資質・能力を身につけている。 

◎管理栄養学科のディプロマポリシー 

管理栄養学科は、建学の精神及び教育目的に基づき、所定の期間在学し、以下に示す深い教養と高い専門

性に富む学士力を形成し、所定の単位数を修得した学修者に、「学士（栄養学）」の学位を授与する。 

１．知識・理解 

 ・人間・社会・文化・歴史・自然・健康・生活について、幅広い知識と豊かな教養を身につけている。 

 ・食・栄養・健康に関する専門的知識を体系的に理解している。 



  

２．汎用的技能 

 ①コミュニケーション・スキル 

 ・他者の意見や考えを理解するとともに、自分自身の意見や考えを他者にわかりやすく伝えることがで

きる。 

 ②数量的スキル 

 ・食・栄養・健康に関する数値やデータを解析し、活用することができる。 

 ③情報リテラシー 

 ・情報通信技術（ICT）を用いて、食・栄養・健康に関する情報を収集・分析し、活用することができ

る。 

 ④外国語運用能力 

 ・特定の外国語を用いて読み、書き、聞き、話すことができる。 

 ⑤論理的思考力 

 ・科学的な視点から、ものごとを論理的に思考し、表現することができる。 

 ⑥課題-解決力 

 ・現代社会における食・栄養・健康に関する課題を発見し、解決を図ることができる。 

３．態度・志向性 

 ①自己管理力 

 ・自らを律し、主体的、計画的に行動できるとともに、自立した女性としてライフキャリアを描くこと

ができる。 

 ②チームワークとリーダーシップ 

 ・組織の中で、他者と協調・協働して物事に取り組むことができるとともに、目標実現のための方向に

導くことができる。 

 ③道理の感覚 

 ・社会のマナーやモラルに対する感覚を磨き、健康管理や栄養教育の専門家として求められる高い倫理

観を備え、自らを律して行動することができる。 

 ④社会的責任 

 ・食・栄養・健康の専門的知識・技能等を活用して、地域や社会に貢献することができる。 

 ⑤審美的なものに自己を差し向けること 

 ・美しいもの善いものに目を向け、その価値に憧れを抱く素直な態度を身につけている。 

 ⑥生涯学習力 

 ・健康管理や栄養教育の専門家として生涯を通じて学び続けられる自学自習の習慣を身につけている。 

 ⑦健康推進 

 ・健康を意識した生活を心がけるとともに、人間の生命と尊厳を尊重し、国民のニーズに対応した健康

生活の維持増進に貢献することができる。 

４．統合的な学修経験と創造的思考力 

 ・健康管理、給食管理等、総合的な栄養マネジメントができる力を身につけている。 

 ・傷病者及び健常者の栄養評価・判定に基づく適切な指導を行うことができるとともに、施設における

給食及び栄養管理の知識・技能を活用できる力を身につけている。 

 ・医療・福祉・教育等の分野で管理栄養士として活躍できる資質・能力を身につけている。 



  

◎児童学部のディプロマポリシー 

児童学部は、建学の精神及び教育目的に基づき、以下のように学位授与の要件を定める。 

１．「科学的教養の向上と優雅な性情の涵養」を図り、自然的・社会的・文化的環境の中に成立する児童

の生活・発達・教育・心理・活動等を学問的に理解し、児童の知情意にわたる調和的な育成を支援で

きること。 

２．所定の期間在学し、所定の単位を修得していること。 

◎児童学科のディプロマポリシー 

児童学科は、建学の精神及び教育目的に基づき、所定の期間在学し、以下に示す深い教養と高い専門性に

富む学士力を形成し、所定の単位数を修得した学修者に、「学士（児童学）」の学位を授与する。 

１．知識・理解 

 ・人間・社会・文化・歴史・自然・健康・生活について、幅広い知識と豊かな教養を身につけている。 

 ・児童の全体像及び教育・保育・福祉・社会・心理・保健・表現文化等、児童学の専門的知識を体系的

に理解している。 

２．汎用的技能 

 ①コミュニケーション・スキル 

 ・他者の意見や考えを理解するとともに、自分自身の意見や考えを他者にわかりやすく伝えることがで

きる。 

 ②数量的スキル 

 ・児童の教育・保育・福祉・社会・心理・保健・表現文化に関する数値やデータを分析・理解し、活用

することができる。 

 ③情報リテラシー 

 ・情報通信技術（ICT）を用いて、児童の教育・保育・福祉・社会・心理・保健・表現文化に関する情

報を収集・分析し、活用することができる。 

 ④外国語運用能力 

 ・特定の外国語を用いて読み、書き、聞き、話すことができる。 

 ⑤論理的思考力 

 ・多角的な視点から、ものごとを論理的に思考し、表現することができる。 

 ⑥課題-解決力 

 ・現代社会における児童を取り巻く課題を発見し、解決を図ることができる。 

３．態度・志向性 

 ①自己管理力 

 ・自らを律し、主体的、計画的に行動できるとともに、自立した女性としてライフキャリアを描くこと

ができる。 

 ②チームワークとリーダーシップ 

 ・組織の中で、他者と協調・協働して物事に取り組むことができるとともに、目標実現のための方向に

導くことができる。 

 ③道理の感覚 

 ・社会のマナーやモラルに対する感覚を磨き、児童に関わる専門家として求められる高い倫理観を備

え、自らを律して行動することができる。 

 ④社会的責任 

 ・児童学の専門的知識・技能等を活用して、地域や社会に貢献することができる。 

 ⑤審美的なものに自己を差し向けること 

 ・美しいもの善いものに目を向け、その価値に憧れを抱く素直な態度を身につけている。 



  

 ⑥生涯学習力 

 ・児童に関わる専門家として生涯を通じて学び続けられる自学自習の習慣を身につけている。 

 ⑦健康推進 

 ・健康を意識した生活を心がけるとともに、子どもの心と身体の発達や健康維持増進に貢献することが

できる。 

４．統合的な学修経験と創造的思考力 

 ・児童学全般に関わる専門的知見を児童の育成支援に統合的に活用できる力を身につけている。 

 ・急速に変化する現代社会の中で、次世代を育成していく実践的スキルを身につけている。 

 ・保育士、幼稚園・小学校の教員として、または児童関連企業において活躍できる資質・能力を身につ

けている。 

◎子ども心理学科のディプロマポリシー 

子ども心理学科は、建学の精神及び教育目的に基づき、所定の期間在学し、以下に示す深い教養と高い専

門性に富む学士力を形成し、所定の単位数を修得した学修者に、「学士（心理学）」の学位を授与する。 

１．知識・理解 

 ・人間・社会・文化・歴史・自然・健康・生活について、幅広い知識と豊かな教養を身につけている。 

 ・子どもの心・行動・成長及び心理学に関する専門的知識を体系的に理解している。 

２．汎用的技能 

 ①コミュニケーション・スキル 

 ・他者の意見や考えを理解するとともに、自分自身の意見や考えを他者にわかりやすく伝えることがで

きる。 

 ②数量的スキル 

 ・心理学的研究法により数値やデータを分析・理解し、活用することができる。 

 ③情報リテラシー 

 ・情報通信技術（ICT）を用いて、子どもの心・行動・成長に関する情報を収集・分析し、活用するこ

とができる。 

 ④外国語運用能力 

 ・特定の外国語を用いて読み、書き、聞き、話すことができる。 

 ⑤論理的思考力 

 ・心理学的な視点から、ものごとを論理的、分析的に思考し、表現することができる。 

 ⑥課題-解決力 

 ・現代社会における子どもの心に関する課題を発見し、解決を図ることができる。 

３．態度・志向性 

 ①自己管理力 

 ・自らを律し、主体的、計画的に行動できるとともに、自立した女性としてライフキャリアを描くこと

ができる。 

 ②チームワークとリーダーシップ 

 ・組織の中で、他者と協調・協働して物事に取り組むことができるとともに、目標実現のための方向に

導くことができる。 

 ③道理の感覚 

 ・社会のマナーやモラルに対する感覚を磨き、子どもの心の専門家として求められる高い倫理観を備

え、自らを律して行動することができる。 



  

 ④社会的責任 

 ・子どもの心・行動・成長及び心理学の専門的知識・技能等を活用して、地域や社会に貢献することが

できる。 

 ⑤審美的なものに自己を差し向けること 

 ・美しいもの善いものに目を向け、その価値に憧れを抱く素直な態度を身につけている。 

 ⑥生涯学習力 

 ・子どもの心の専門家として生涯を通じて学び続けられる自学自習の習慣を身につけている。 

 ⑦健康推進 

 ・健康を意識した生活を心がけるとともに、子どもの心と身体の発達や健康維持に貢献することができ

る。 

４．統合的な学修経験と創造的思考力 

 ・心理学に関する基礎的理論と研究方法を応用して研究を推進できる力とともに、心理学的援助を実践

できる力を身につけている。 

 ・乳幼児期から青年期までの子どもの発達を支援できる知識と援助技法を身につけている。 

 ・教育・健康福祉・医療関連分野及び関連企業等において子どもの心の専門家として活躍できる資質・

能力を身につけている。 

◎教育学部のディプロマポリシー 

教育学部は、建学の精神及び教育目的に基づき、以下のように学位授与の要件を定める。 

１．「科学的教養の向上と優雅な性情の涵養」を図り、生涯学習過程を生きる人間の存在・成長・目的等

に関して多角的に理解し、教育に関する理論及びその応用・実践について修得することを通じて、自

他に対する教育力を培うことができること。 

２．所定の期間在学し、所定の単位を修得していること。 

◎教育学科のディプロマポリシー 

教育学科は、建学の精神及び教育目的に基づき、所定の期間在学し、以下に示す深い教養と高い専門性に

富む学士力を形成し、所定の単位数を修得した学修者に、「学士（教育学）」の学位を授与する。 

１．知識・理解 

 ・人間・社会・文化・歴史・自然・健康・生活について、幅広い知識と豊かな教養を身につけている。 

 ・教育学の専門的知識を体系的に理解している。 

２．汎用的技能 

 ①コミュニケーション・スキル 

 ・他者の意見や考えを理解するとともに、自分自身の意見や考えを他者にわかりやすく伝えることがで

きる。 

 ②数量的スキル 

 ・教育に関する数値やデータを分析・理解し、活用することができる。 

 ③情報リテラシー 

 ・情報通信技術（ICT)を用いて、教育に関する情報を収集・分析し、活用することができる。 

 ④外国語運用能力 

 ・特定の外国語を用いて読み、書き、聞き、話すことができる。 

 ⑤論理的思考力 

 ・多角的な視点から、ものごとを論理的に思考し、表現することができる。 

 ⑥課題-解決力 

 ・現代社会における教育に関する課題を発見し、解決を図ることができる。 



  

３．態度・志向性 

 ①自己管理力 

 ・自らを律し、主体的、計画的に行動できるとともに、自立した女性としてライフキャリアを描くこと

ができる。 

 ②チームワークとリーダーシップ 

 ・組織の中で、他者と協調・協働して物事に取り組むことができるとともに、目標実現のための方向に

導くことができる。 

 ③道理の感覚 

 ・社会のマナーやモラルに対する感覚を磨き、教育の専門家として求められる高い倫理観を備え、自ら

を律して行動することができる。 

 ④社会的責任 

 ・教育学の専門的知識・技能等を活用して、地域や社会に貢献することができる。 

 ⑤審美的なものに自己を差し向けること 

 ・美しいもの善いものに目を向け、その価値に憧れを抱く素直な態度を身につけている。 

 ⑥生涯学習力 

 ・教育の専門家として生涯を通じて学び続けられる自学自習の習慣を身につけている。 

 ⑦健康推進 

  ・健康を意識した生活を心がけるとともに、子どもの心と身体の発達や健康維持に貢献することがで

きる。 

４．統合的な学修経験と創造的思考力 

 ・教育や人間形成についてさまざまな角度から学び、子どもの気持ちを理解できる豊かな人間性と指導

力を身につけている。 

 ・深い教育学的人間理解と高い専門性を備えた教授スキルを身につけている。 

 ・小学校・中学校（国語・社会）・高等学校（国語・地理歴史・公民）の教員、学芸員として、または

教育学的知見をもった企業人として活躍できる資質・能力を身につけている。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「3.大学等の教育研究上の基本情報」 

＞(4)3つのポリシー＞大学 3つのポリシー＞大学 ディプロマポリシー 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/education/index.html 

 

 



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 

 

※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 

学校名 鎌倉女子大学 

設置者名 学校法人鎌倉女子大学 

 

 

１．財務諸表等 

財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「2.経営・財務に関する情報」 

＞(5)貸借対照表 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/financial/index.html 

収支計算書又は損益計算書 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「2.経営・財務に関する情報」 

＞(6)収支計算書 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/financial/index.html 

財産目録 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「2.経営・財務に関する情報」 

＞(4)財産目録 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/financial/index.html 

事業報告書 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「2.経営・財務に関する情報」 

＞(3)事業報告書 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/financial/index.html 

監事による監査報告（書） 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「2.経営・財務に関する情報」 

＞(7)監事の監査報告書 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/financial/index.html 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：事業計画書  対象年度：2025年度） 

公表方法： 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「2.経営・財務に関する情報」＞(2)事業計画書 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/financial/index.html 

中長期計画（名称：中期計画   対象年度：2023年度～2027年度） 

公表方法： 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「2.経営・財務に関する情報」＞(1)中期計画 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/financial/index.html 

 

 

  



  

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法： 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「9.大学等の内部質保証に関する情報」 

＞(2)自己点検・評価に関する報告書 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/evaluation/index.html 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「9.大学等の内部質保証に関する情報」 

＞(3)認証評価の結果についての報告書 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/evaluation/index.html 

 



  

（３）学校教育法施行規則第172条の２第1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 

学部等名    家政学部 

教育研究上の目的 

（公表方法） 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「3.大学等の教育研究上の基本情報」 

＞(2)教育研究上の目的 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/education/index.html 

（概要） 

◎家政学部の教育目的 

家政学部は、科学的教養と優雅な性情を以って健全で多様性に富む生活世界を創造するとともに、健康で

文化的な人間の生存とその形式を追求することのできる学術知見と方法を教育研究し、家政・健康栄養等

の分野における有為な人材の育成に資することを目的とする。 

◎家政保健学科の教育目的 

家政保健学科は、家政学及び保健学の幅広い領域における横断的理解を基礎とし、衣食住、消費経済、健

康、教育などの生活課題についての教育研究を通じて、時代に合ったライフスタイルを創造、提案できる

人材を養成することを目的とする。 

◎管理栄養学科の教育目的 

管理栄養学科は、人間の生命と尊厳を尊重し、食と栄養、健康と医療、福祉と教育にわたる分野における

健康管理及び栄養教育についての教育研究を通じて、国民の健康生活の維持増進に貢献できる高度な専門

性を有する人材を養成することを目的とする。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法） 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「3.大学等の教育研究上の基本情報」 

＞(4)3つのポリシー＞大学 3つのポリシー＞大学 ディプロマポリシー 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/education/index.html 

（概要） 

◎家政学部のディプロマポリシー 

家政学部は、建学の精神及び教育目的に基づき、以下のように学位授与の要件を定める。 

１．「科学的教養の向上と優雅な性情の涵養」を図り、家政学、保健学、または栄養学等の分野における

学術知見と方法の修得を通じて、健康で文化的な人間の生存とその形式、また健全で多様性に富む生

活世界を創造できること。 

２．所定の期間在学し、所定の単位を修得していること。 

◎家政保健学科のディプロマポリシー 

家政保健学科は、建学の精神及び教育目的に基づき、所定の期間在学し、以下に示す深い教養と高い専門

性に富む学士力を形成し、所定の単位を修得した学修者に、「学士（家政学）」の学位を授与する。 

１．知識・理解 

 ・人間・社会・文化・歴史・自然・健康・生活について、幅広い知識と豊かな教養を身につけている。 

 ・人間生活と直接関わる家政学及び保健学の専門的知識を体系的に理解している。 

 



  

２．汎用的技能 

 ①コミュニケーション・スキル 

 ・他者の意見や考えを理解するとともに、自分自身の意見や考えを他者にわかりやすく伝えることがで

きる。 

 ②数量的スキル 

 ・家庭生活を中心とした人間生活に関する数値やデータを分析・理解し、活用することができる。 

 ③情報リテラシー 

 ・情報通信技術（ICT）を用いて、家庭生活を中心とした人間生活に関する情報を収集・分析し、活用

することができる。 

 ④外国語運用能力 

 ・特定の外国語を用いて読み、書き、聞き、話すことができる。 

 ⑤論理的思考力 

 ・生活者の視点で、ものごとを論理的に思考し、表現することができる。 

 ⑥課題-解決力 

 ・現代社会における生活課題を発見し、これを創意・工夫によって解決を図ることができる。 

３．態度・志向性 

 ①自己管理力 

 ・自らを律し、主体的、計画的に行動できるとともに、自立した女性としてライフキャリアを描くこと

ができる。 

 ②チームワークとリーダーシップ 

 ・組織の中で、他者と協調・協働して物事に取り組むことができるとともに、目標実現のための方向に

導くことができる。 

 ③道理の感覚 

 ・社会のマナーやモラルに対する感覚を磨き、くらしと健康に関する専門家として求められる高い倫理

観を備え、自らを律して行動することができる。 

 ④社会的責任 

 ・家政学及び保健学の専門的知識・技能等を活用して、地域や社会に貢献することができる。 

 ⑤審美的なものに自己を差し向けること 

 ・美しいもの善いものに目を向け、その価値に憧れを抱く素直な態度を身につけている。 

 ⑥生涯学習力 

 ・くらしと健康に関する専門家として生涯を通じて学び続けられる自学自習の習慣を身につけている。 

 ⑦健康推進 

 ・健康を意識した生活を心がけるとともに、人々の生活の質的向上を目指し、家族と個人のウェル・ビ

ーイングを実現できる。 

４．統合的な学修経験と創造的思考力 

 ・家庭や地域、企業活動など私たちの身近にある課題について、一人の生活者の視点で追究する力を身

につけている。 

 ・時代に合ったライフスタイルや、健康で快適な生活を、自ら創造、提案する力を身につけている。 

 ・生活関連企業において、または中学校・高等学校の教員（家庭・保健）、小学校・中学校・高等学校

の養護教諭として活躍できる資質・能力を身につけている。 

◎管理栄養学科のディプロマポリシー 

管理栄養学科は、建学の精神及び教育目的に基づき、所定の期間在学し、以下に示す深い教養と高い専門

性に富む学士力を形成し、所定の単位数を修得した学修者に、「学士（栄養学）」の学位を授与する。 



  

１．知識・理解 

 ・人間・社会・文化・歴史・自然・健康・生活について、幅広い知識と豊かな教養を身につけている。 

 ・食・栄養・健康に関する専門的知識を体系的に理解している。 

２．汎用的技能 

 ①コミュニケーション・スキル 

 ・他者の意見や考えを理解するとともに、自分自身の意見や考えを他者にわかりやすく伝えることがで

きる。 

 ②数量的スキル 

 ・食・栄養・健康に関する数値やデータを解析し、活用することができる。 

 ③情報リテラシー 

 ・情報通信技術（ICT）を用いて、食・栄養・健康に関する情報を収集・分析し、活用することができ

る。 

 ④外国語運用能力 

 ・特定の外国語を用いて読み、書き、聞き、話すことができる。 

 ⑤論理的思考力 

 ・科学的な視点から、ものごとを論理的に思考し、表現することができる。 

 ⑥課題-解決力 

 ・現代社会における食・栄養・健康に関する課題を発見し、解決を図ることができる。 

３．態度・志向性 

 ①自己管理力 

 ・自らを律し、主体的、計画的に行動できるとともに、自立した女性としてライフキャリアを描くこと

ができる。 

 ②チームワークとリーダーシップ 

 ・組織の中で、他者と協調・協働して物事に取り組むことができるとともに、目標実現のための方向に

導くことができる。 

 ③道理の感覚 

 ・社会のマナーやモラルに対する感覚を磨き、健康管理や栄養教育の専門家として求められる高い倫理

観を備え、自らを律して行動することができる。 

 ④社会的責任 

 ・食・栄養・健康の専門的知識・技能等を活用して、地域や社会に貢献することができる。 

 ⑤審美的なものに自己を差し向けること 

 ・美しいもの善いものに目を向け、その価値に憧れを抱く素直な態度を身につけている。 

 ⑥生涯学習力 

 ・健康管理や栄養教育の専門家として生涯を通じて学び続けられる自学自習の習慣を身につけている。 

 ⑦健康推進 

 ・健康を意識した生活を心がけるとともに、人間の生命と尊厳を尊重し、国民のニーズに対応した健康

生活の維持増進に貢献することができる。 

４．統合的な学修経験と創造的思考力 

 ・健康管理、給食管理等、総合的な栄養マネジメントができる力を身につけている。 

 ・傷病者及び健常者の栄養評価・判定に基づく適切な指導を行うことができるとともに、施設における

給食及び栄養管理の知識・技能を活用できる力を身につけている。 

 ・医療・福祉・教育等の分野で管理栄養士として活躍できる資質・能力を身につけている。 



  

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法） 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「3.大学等の教育研究上の基本情報」 

＞(4)3つのポリシー＞大学 3つのポリシー＞大学 カリキュラムポリシー 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/education/index.html 

（概要） 

◎家政学部のカリキュラムポリシー 

家政学部は、ディプロマポリシーを達成するために、以下のように教育課程を編成し、実施する。 

１．『総合教育科目』及び『専門教育科目』を統合的に学修することにより、学修者が幅広い知識と豊か

な人間性を基礎とし、専門的知識・技能を修得することができるカリキュラムの編成。 

２．『リベラルアーツスタディーズ』と『プロフェッショナルスタディーズ』の縦軸と、『免許・資格プ

ログラム』と『企業学習プログラム』の横軸とを立体的かつ複合的に組み合わせ、学修者が自らのコ

アコンピタンスを形成しながら、将来の生活設計に対して開かれた可能性を確保できるカリキュラム

の編成。 

３．家政学、保健学、または栄養学等に関する専門的知識・技能を、生活世界の様々な場面に即して活用

できる実践的な応用能力を開発するカリキュラムの編成。 

◎家政保健学科のカリキュラムポリシー 

家政保健学科は、ディプロマポリシーに定める深い教養と高い専門性に富む学士力を形成するために、以

下のように教育課程を編成し、実施する。 

１．『総合教育科目』においては、8分野で構成され、各分野に選択必修科目を設け、幅広い知識と豊か

な教養を養う。 

２．『専門教育科目』においては、家政学及び保健学の幅広い領域に関する科目を、「生活環境デザイ

ン」「生活経営情報」「フードビジネス・マネジメント」「教育健康福祉」の4つのキーワードに準

じて体系的に配置し、家庭生活を中心とした人間生活に関する専門的知識・技能を身につけ、時代に

合ったライフスタイルを創造し得る能力を養う。 

３．講義に加え、演習、実験及び実習等の授業方法を組み合わせることにより、生活課題を解決する実践

力を養う。 

４．初年次教育として、必修科目「スタートアップセミナー」を置き、大学での学修を円滑に進めるた

め、アカデミックスキルを育成する。 

５．1年次に、必修科目「家政学」「保健学」「生活経営学（家庭経済学を含む）」「家族関係学」を置

き、家政保健学科での学修に必要な基礎的知識・技能を養う。 

６．2年次以降に、専門的知識の応用・各論に関する科目を置き、汎用的技能を高め、社会で活動するた

めの資質・能力を養う。 

７．3年次及び4年次に、必修科目「家政保健学総合研究」を置き、2年間継続的に学修・研究すること

で、専門性を深める。 

８．3年次及び4年次に、学外での実習等の体験的な活動を行うことにより、さらなる専門的知識・技能の

統合を図り、実践力を養う。 

９．『免許・資格プログラム』においては、中学校・高等学校教諭1種免許状（家庭・保健）及び養護教

諭1種免許状、准学校心理士、第1種衛生管理者、フードスペシャリスト、インテリアプランナー登録

資格等の免許・資格を取得する上で必要な科目を含む幅広い関連科目を置き、専門的知識・技能を活

用して社会に貢献できる資質・能力を養う。 

10．『企業学習プログラム』においては、家政学及び保健学と企業学習の接点を見出すことができる汎用



  

的な科目を置き、専門的知識・技能を活用して生活関連企業等で活躍できる資質・能力を養う。 

◎管理栄養学科のカリキュラムポリシー 

管理栄養学科は、ディプロマポリシーに定める深い教養と高い専門性に富む学士力を形成するために、以

下のように教育課程を編成し、実施する。 

１．『総合教育科目』においては、8分野で構成され、各分野に選択必修科目を設け、幅広い知識と豊か

な教養を養う。 

２．『専門教育科目』においては、管理栄養士、また栄養教諭の養成を目的として科目を系統的に配置

し、食生活を通して疾病を予防・治療し、健康を維持増進したいという国民的課題に応え得る資質・

能力を養う。 

３．講義・演習と併行し、実験・実習を行うことで、専門的知識を深めると同時に実践力を養う。 

４．初年次教育として、必修科目「スタートアップセミナー」を置き、大学での学修を円滑に進めるた

め、アカデミックスキルを育成する。 

５．1年次に、化学、生物学、生化学、解剖生理学、基礎栄養学等に関する必修科目を置き、管理栄養学

科での学修に必要な基礎的知識・技能を養う。 

６．2年次以降に、応用栄養学、臨床栄養学、給食経営管理等に関する必修科目を置き、専門的知識・技

能を養う。 

７．3年次及び4年次に、必修科目「管理栄養学総合研究」を置き、2年間継続的に学修・研究すること

で、専門性を深める。 

８．3年次及び4年次に、管理栄養士の実践活動の場である病院等において臨地・校外実習を行うことによ

り、さらなる専門的知識・技能の統合を図り、実践力を養う。 

９．『免許・資格プログラム』においては、管理栄養士国家試験受験資格、栄養士、食品衛生監視員、食

品衛生管理者、栄養教諭1種免許状等の免許・資格を取得する上で必要な科目を含む幅広い関連科目

を置き、専門的知識・技能を活用して社会に貢献できる資質・能力を養う。 

10．『企業学習プログラム』においては、食・栄養・健康と企業学習の接点を見出すことができる汎用的

な科目を置き、専門的知識・技能を活用して食・栄養・健康関連企業等で活躍できる資質・能力を養

う。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法） 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「3.大学等の教育研究上の基本情報」 

＞(4)3つのポリシー＞大学 3つのポリシー＞大学 アドミッションポリシー 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/education/index.html 

（概要） 

◎家政学部のアドミッションポリシー 

家政学部は、ディプロマポリシーに定める人材を育成するため、修学意欲のある以下のような学生を求め

る。 

１．建学の精神と本学の教育の伝統を尊重し、倫理性に基づく目的意識を形成しつつある人。 

２．健康で文化的な人間の生存、健全で多様性に富む生活世界に対する強い関心を抱き、家政学に関する

専門的知識・技能を意欲と努力をもって学びとろうとする人。 

３．グローバル化する生活世界全体の質の向上を目指して、自らの生きる地域・社会に貢献しようとグロ

ーカルに思考し、行動できる人。 

◎家政保健学科のアドミッションポリシー 

家政保健学科は、ディプロマポリシーに定める人材を育成するため、修学意欲のある以下のような学生を



  

求める。 

１．高等学校卒業相当の基礎学力を有する人。 

２．高等学校までの履修内容のうち、「国語」及び「英語」を通して、読む、書く、聞く、話すという基

礎的な知識・技能を有する人。また、「家庭」を通して、衣食住、消費経済、健康、教育等の生活課

題について学ぶための、基礎的な知識・技能を有する人。 

３．ものごとを論理的に思考・判断し、自分の考えを文章や口頭で適切に表現することができる人。 

４．家庭を中心とする人間生活と健康福祉に関心があり、生活者の視点から諸問題を探究できる人。 

５．多様な人々と主体的に関わり、コミュニケーションを取りながら協働して学修に取り組む意欲のある

人。 

６．生活関連企業等において、または中学校・高等学校の教員（家庭・保健）、小学校・中学校・高等学

校の養護教諭として活躍しようとする明確な目的意識があり、主体的に社会に貢献する意欲のある

人。 

◎管理栄養学科のアドミッションポリシー 

管理栄養学科は、ディプロマポリシーに定める人材を育成するため、修学意欲のある以下のような学生を

求める。 

１．高等学校卒業相当の基礎学力を有する人。 

２．高等学校までの履修内容のうち、「国語」及び「英語」を通して、読む、書く、聞く、話すという基

礎的な知識・技能を有する人。また、「理科」を通して、食・栄養・健康について学ぶための、基礎

的な知識・技能を有する人。 

３．ものごとを論理的に思考・判断し、自分の考えを文章や口頭で適切に表現することができる人。 

４．自然科学及び食と健康に関わる分野に関心があり、食・栄養・健康に関する諸問題を探究できる人。 

５．多様な人々と主体的に関わり、コミュニケーションを取りながら協働して学修に取り組む意欲のある

人。 

６．人間の生命を預かる強い自覚を有するとともに、健康・医療・福祉・教育等の分野で管理栄養士とし

て活躍しようとする明確な目的意識があり、主体的に社会に貢献する意欲のある人。 

 

 

学部等名    児童学部 

教育研究上の目的 

（公表方法） 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「3.大学等の教育研究上の基本情報」 

＞(2)教育研究上の目的 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/education/index.html 

（概要） 

◎児童学部の教育目的 

児童学部は、科学的教養と優雅な性情を以って自然的・社会的・文化的環境に身をおく児童の生活・発

達・教育・心理・活動等に関する学問的理解を推進するとともに、その知情意にわたる調和的育成を目指

す教育研究を展開し、教育・心理・児童福祉等の分野における有為な人材の育成に資することを目的とす

る。 

◎児童学科の教育目的 

児童学科は、教育・保育・福祉・社会・心理・保健・表現文化に関する総合的な教育研究を通じて、児童

の育成支援に資する知見と方法、時代や社会のニーズに対応できる高度な実践力を備えた人材を養成する



  

ことを目的とする。 

◎子ども心理学科の教育目的 

子ども心理学科は、「児童の権利に関する条約」に規定された18歳未満の子どもの心・行動・成長を心理

学の観点から理解し、その援助方法についての教育研究を通じて、子どもの心の問題を臨床的側面から援

助できる人材を養成することを目的とする。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法） 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「3.大学等の教育研究上の基本情報」 

＞(4)3つのポリシー＞大学 3つのポリシー＞大学 ディプロマポリシー 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/education/index.html 

◎児童学部のディプロマポリシー 

児童学部は、建学の精神及び教育目的に基づき、以下のように学位授与の要件を定める。 

１．「科学的教養の向上と優雅な性情の涵養」を図り、自然的・社会的・文化的環境の中に成立する児童

の生活・発達・教育・心理・活動等を学問的に理解し、児童の知情意にわたる調和的な育成を支援で

きること。 

２．所定の期間在学し、所定の単位を修得していること。 

◎児童学科のディプロマポリシー 

児童学科は、建学の精神及び教育目的に基づき、所定の期間在学し、以下に示す深い教養と高い専門性に

富む学士力を形成し、所定の単位数を修得した学修者に、「学士（児童学）」の学位を授与する。 

１．知識・理解 

 ・人間・社会・文化・歴史・自然・健康・生活について、幅広い知識と豊かな教養を身につけている。 

 ・児童の全体像及び教育・保育・福祉・社会・心理・保健・表現文化等、児童学の専門的知識を体系的

に理解している。 

２．汎用的技能 

 ①コミュニケーション・スキル 

 ・他者の意見や考えを理解するとともに、自分自身の意見や考えを他者にわかりやすく伝えることがで

きる。 

 ②数量的スキル 

 ・児童の教育・保育・福祉・社会・心理・保健・表現文化に関する数値やデータを分析・理解し、活用

することができる。 

 ③情報リテラシー 

 ・情報通信技術（ICT）を用いて、児童の教育・保育・福祉・社会・心理・保健・表現文化に関する情

報を収集・分析し、活用することができる。 

 ④外国語運用能力 

 ・特定の外国語を用いて読み、書き、聞き、話すことができる。 

 ⑤論理的思考力 

 ・多角的な視点から、ものごとを論理的に思考し、表現することができる。 

 ⑥課題-解決力 

 ・現代社会における児童を取り巻く課題を発見し、解決を図ることができる。 

３．態度・志向性 

 ①自己管理力 

 ・自らを律し、主体的、計画的に行動できるとともに、自立した女性としてライフキャリアを描くこと

ができる。 



  

 ②チームワークとリーダーシップ 

 ・組織の中で、他者と協調・協働して物事に取り組むことができるとともに、目標実現のための方向に

導くことができる。 

 ③道理の感覚 

 ・社会のマナーやモラルに対する感覚を磨き、児童に関わる専門家として求められる高い倫理観を備

え、自らを律して行動することができる。 

 ④社会的責任 

 ・児童学の専門的知識・技能等を活用して、地域や社会に貢献することができる。 

 ⑤審美的なものに自己を差し向けること 

 ・美しいもの善いものに目を向け、その価値に憧れを抱く素直な態度を身につけている。 

 ⑥生涯学習力 

 ・児童に関わる専門家として生涯を通じて学び続けられる自学自習の習慣を身につけている。 

 ⑦健康推進 

 ・健康を意識した生活を心がけるとともに、子どもの心と身体の発達や健康維持増進に貢献することが

できる。 

４．統合的な学修経験と創造的思考力 

 ・児童学全般に関わる専門的知見を児童の育成支援に統合的に活用できる力を身につけている。 

 ・急速に変化する現代社会の中で、次世代を育成していく実践的スキルを身につけている。 

 ・保育士、幼稚園・小学校の教員として、または児童関連企業において活躍できる資質・能力を身につ

けている。 

◎子ども心理学科のディプロマポリシー 

子ども心理学科は、建学の精神及び教育目的に基づき、所定の期間在学し、以下に示す深い教養と高い専

門性に富む学士力を形成し、所定の単位数を修得した学修者に、「学士（心理学）」の学位を授与する。 

１．知識・理解 

 ・人間・社会・文化・歴史・自然・健康・生活について、幅広い知識と豊かな教養を身につけている。 

 ・子どもの心・行動・成長及び心理学に関する専門的知識を体系的に理解している。 

２．汎用的技能 

 ①コミュニケーション・スキル 

 ・他者の意見や考えを理解するとともに、自分自身の意見や考えを他者にわかりやすく伝えることがで

きる。 

 ②数量的スキル 

 ・心理学的研究法により数値やデータを分析・理解し、活用することができる。 

 ③情報リテラシー 

 ・情報通信技術（ICT）を用いて、子どもの心・行動・成長に関する情報を収集・分析し、活用するこ

とができる。 

 ④外国語運用能力 

 ・特定の外国語を用いて読み、書き、聞き、話すことができる。 

 ⑤論理的思考力 

 ・心理学的な視点から、ものごとを論理的、分析的に思考し、表現することができる。 

 ⑥課題-解決力 

 ・現代社会における子どもの心に関する課題を発見し、解決を図ることができる。 

３．態度・志向性 

 ①自己管理力 



  

 ・自らを律し、主体的、計画的に行動できるとともに、自立した女性としてライフキャリアを描くこと

ができる。 

 ②チームワークとリーダーシップ 

 ・組織の中で、他者と協調・協働して物事に取り組むことができるとともに、目標実現のための方向に

導くことができる。 

 ③道理の感覚 

 ・社会のマナーやモラルに対する感覚を磨き、子どもの心の専門家として求められる高い倫理観を備

え、自らを律して行動することができる。 

 ④社会的責任 

 ・子どもの心・行動・成長及び心理学の専門的知識・技能等を活用して、地域や社会に貢献することが

できる。 

 ⑤審美的なものに自己を差し向けること 

 ・美しいもの善いものに目を向け、その価値に憧れを抱く素直な態度を身につけている。 

 ⑥生涯学習力 

 ・子どもの心の専門家として生涯を通じて学び続けられる自学自習の習慣を身につけている。 

 ⑦健康推進 

 ・健康を意識した生活を心がけるとともに、子どもの心と身体の発達や健康維持に貢献することができ

る。 

４．統合的な学修経験と創造的思考力 

 ・心理学に関する基礎的理論と研究方法を応用して研究を推進できる力とともに、心理学的援助を実践

できる力を身につけている。 

 ・乳幼児期から青年期までの子どもの発達を支援できる知識と援助技法を身につけている。 

 ・教育・健康福祉・医療関連分野及び関連企業等において子どもの心の専門家として活躍できる資質・

能力を身につけている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法） 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「3.大学等の教育研究上の基本情報」 

＞(4)3つのポリシー＞大学 3つのポリシー＞大学 カリキュラムポリシー 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/education/index.html 

（概要） 

◎児童学部のカリキュラムポリシー 

児童学部は、ディプロマポリシーを達成するために、以下のように教育課程を編成し、実施する。 

１．『総合教育科目』及び『専門教育科目』を統合的に学修することにより、学修者が幅広い知識と豊か

な人間性を基礎とし、専門的知識・技能を修得することができるカリキュラムの編成。 

２．『リベラルアーツスタディーズ』と『プロフェッショナルスタディーズ』の縦軸と、『免許・資格プ

ログラム』と『企業学習プログラム』の横軸とを立体的かつ複合的に組み合わせ、学修者が自らのコ

アコンピタンスを形成しながら、将来の生活設計に対して開かれた可能性を確保できるカリキュラム

の編成。 

３．児童と児童を取り巻く家庭・地域・学校・社会にわたる高度の理解に基づき、児童の知情意にわたる

調和的な育成を支援できる応用力・対応力を養うカリキュラムの編成。 

◎児童学科のカリキュラムポリシー 

児童学科は、ディプロマポリシーに定める深い教養と高い専門性に富む学士力を形成するために、以下の

ように教育課程を編成し、実施する。 



  

１．『総合教育科目』においては、8分野で構成され、各分野に選択必修科目を設け、幅広い知識と豊か

な教養を養う。 

２．『専門教育科目』においては、教育・保育・福祉・社会・心理・保健・表現文化の各専門分野に関す

る科目を、「初等教育」「児童福祉」「児童発達臨床」「表現文化」「子どもと健康」の5つの学び

のキーワードに準じて総合的に配置し、児童が望ましい発達・成長を遂げることを援助するための理

論と実践を様々な観点から理解する。 

３．講義に加え、演習、実習等の授業方法を組み合わせることにより、身体的・芸術的・言語的表現力を

高め、教育・保育の現場で通用する実践力を養う。 

４．初年次教育として、必修科目「スタートアップセミナー」を置き、大学での学修を円滑に進めるた

め、アカデミックスキルを育成する。 

５．1年次に、必修科目「児童学」「教育原理」「子ども家庭福祉」「発達心理学」「子どもの保健」

「児童文化①」を置き、児童学科での学修に必要な基礎的知識・技能を養う。 

６．2年次以降に、児童学全般を幅広く学べる科目を多数置き、身につけたい専門性を意識して、専門的

知識・技能を養う。 

７．3年次及び4年次に、必修科目「児童学総合研究」を置き、2年間継続的に学修・研究することで、専

門性を深める。 

８．3年次及び4年次に、学外での実習等の体験的な活動を行うことにより、さらなる専門的知識・技能の

統合を図り、実践力を養う。 

９．『免許・資格プログラム』においては、小学校教諭1種免許状、幼稚園教諭1種免許状、特別支援学校

教諭1種免許状、保育士、准学校心理士、児童厚生1級指導員、認定絵本士、レクリエーション・イン

ストラクター等の免許・資格の取得を目指す上で必要な科目を含む幅広い関連科目を置き、専門的知

識・技能を活用して社会に貢献できる資質・能力を養う。 

10．『企業学習プログラム』においては、児童学と企業学習の接点を見出すことができる汎用的な科目を

置き、専門的知識・技能を活用して児童関連企業等で活躍できる資質・能力を養う。 

◎子ども心理学科のカリキュラムポリシー 

子ども心理学科は、ディプロマポリシーに定める深い教養と高い専門性に富む学士力を形成するために、

以下のように教育課程を編成し、実施する。 

１．『総合教育科目』においては、8分野で構成され、各分野に選択必修科目を設け、幅広い知識と豊か

な教養を養う。 

２．『専門教育科目』においては、基礎的及び応用的分野にわたる心理学の専門的諸科学に関する科目を

系統的に配置し、子どもの心理、行動、存在、その背景としての子どもが生きる生活世界及び文化環

境の科学的理解を深める。 

３．文献研究、実験研究、調査研究などの研究方法を学修することにより、子どもの成長を支援し得る実

践力を養う。 

４．初年次教育として、必修科目「スタートアップセミナー」を置き、大学での学修を円滑に進めるた

め、アカデミックスキルを育成する。 

５．1年次に、必修科目「児童学」「教育・学校心理学」「発達心理学①」「心理学概論」「心理学研究

法」を置き、子ども心理学科での学修に必要な基礎的知識・技能を養う。 

６．2年次に、必修科目「心理学実験」「心理検査法実習」「心理学統計法①」「臨床心理学概論」を置

き、文献研究、実験研究、調査研究などの専門的知識・技能を養う。 

７．3年次及び4年次に、必修科目「子ども心理学総合研究」を置き、2年間継続的に学修・研究すること

で、専門性を深める。 

８．3年次に、学外での実習等の体験的な活動を行うことにより、さらなる専門的知識・技能の統合を図

り、実践力を養う。 

９．『免許・資格プログラム』においては、公認心理師、認定心理士、准学校心理士、認定ムーブメント

教育・療法中級指導者等の免許・資格の取得を目指す上で必要な科目を含む幅広い関連科目を置き、



  

専門的知識・技能を活用して社会に貢献できる資質・能力を養う。 

10．『企業学習プログラム』においては、子ども心理学と企業学習の接点を見出すことができる汎用的な

科目を置き、専門的知識・技能を活用して子ども関連企業等で活躍できる資質・能力を養う。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法） 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「3.大学等の教育研究上の基本情報」 

＞(4)3つのポリシー＞大学 3つのポリシー＞大学 アドミッションポリシー 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/education/index.html 

（概要） 

◎児童学部のアドミッションポリシー 

児童学部は、ディプロマポリシーに定める人材を育成するため、修学意欲のある以下のような学生を求め

る。 

１．建学の精神と本学の教育の伝統を尊重し、倫理性に基づく目的意識を形成しつつある人。 

２．児童が生きる生活世界及び文化環境等に対する強い関心を抱き、グローバル化する時代を認識しつ

つ、児童学に関する専門的知識・技能を身につけるべく努力を惜しまない人。 

３．児童の成長を心と身体の両面から支え得る可能性を備え、児童の指導・相談・援助等の活動に貢献し

ようとする意欲のある人。 

◎児童学科のアドミッションポリシー 

児童学科は、ディプロマポリシーに定める人材を育成するため、修学意欲のある以下のような学生を求め

る。 

１．高等学校卒業相当の基礎学力を有する人。 

２．高等学校までの履修内容のうち、「国語」及び「英語」を通して、読む、書く、聞く、話すという基

礎的な知識・技能を有する人。また、「保健体育」及び「芸術」を通して、教育・保育・表現文化等

について学ぶための、基礎的な知識・技能を有する人。 

３．ものごとを論理的に思考・判断し、自分の考えを文章や口頭で適切に表現することができる人。ま

た、体育・芸術等の分野において心身ともに豊かに表現できる力を有する人。 

４．児童の教育・保育に関心があり、児童を取り巻く諸問題を探究できる人。 

５．多様な人々と主体的に関わり、コミュニケーションを取りながら協働して学修に取り組む意欲のある

人。 

６．保育士、幼稚園・小学校の教員として、または児童関連企業等において活躍しようとする明確な目的

意識があり、主体的に社会に貢献する意欲のある人。 

◎子ども心理学科のアドミッションポリシー 

子ども心理学科は、ディプロマポリシーに定める人材を育成するため、修学意欲のある以下のような学生

を求める。 

１．高等学校卒業相当の基礎学力を有する人。 

２．高等学校までの履修内容のうち、「国語」及び「英語」を通して、読む、書く、聞く、話すという基

礎的な知識・技能を有する人。 

３．文献を読解・要約するとともに、グラフや表等を活用してものごとを論理的に思考・判断し、自分の

考えを文章や口頭で適切に表現することができる人。 

４．子どもの心・行動・成長及び心理学に関心があり、子どもの心に関する諸問題を探究できる人。 

５．多様な人々と主体的に関わり、コミュニケーションを取りながら協働して学修に取り組む意欲のある

人。 



  

６．教育・健康福祉・医療関連分野及び関連企業等において子どもの心の専門家として活躍しようとする

明確な目的意識があり、主体的に社会に貢献する意欲のある人。 

 

 

学部等名    教育学部 

教育研究上の目的 

（公表方法） 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「3.大学等の教育研究上の基本情報」 

＞(2)教育研究上の目的 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/education/index.html 

（概要） 

◎教育学部の教育目的 

教育学部は、科学的教養と優雅な性情を以って生涯学習過程を生きる人間の存在・成長・目的等に関する

多角的理解を推進するとともに、教育に関する理論及びその応用・実践についての教育研究を行うことを

通じて、自他に対する教育力を培い、教育・文化等の分野における有為な人材の育成に資することを目的

とする。 

◎教育学科の教育目的 

教育学科は、わが国の伝統や文化を尊重し、異文化が育む多様な価値への尊敬と間文化論的理解を基礎と

し、教育に関する理論及びその応用・実践についての教育研究を通じて、深い教育学的人間理解と専門性

の高い教授スキルを兼ね備えた人材を養成することを目的とする。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法） 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「3.大学等の教育研究上の基本情報」 

＞(4)3つのポリシー＞大学 3つのポリシー＞大学 ディプロマポリシー 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/education/index.html 

（概要） 

◎教育学部のディプロマポリシー 

教育学部は、建学の精神及び教育目的に基づき、以下のように学位授与の要件を定める。 

１．「科学的教養の向上と優雅な性情の涵養」を図り、生涯学習過程を生きる人間の存在・成長・目的等

に関して多角的に理解し、教育に関する理論及びその応用・実践について修得することを通じて、自

他に対する教育力を培うことができること。 

２．所定の期間在学し、所定の単位を修得していること。 

◎教育学科のディプロマポリシー 

教育学科は、建学の精神及び教育目的に基づき、所定の期間在学し、以下に示す深い教養と高い専門性に

富む学士力を形成し、所定の単位数を修得した学修者に、「学士（教育学）」の学位を授与する。 

１．知識・理解 

 ・人間・社会・文化・歴史・自然・健康・生活について、幅広い知識と豊かな教養を身につけている。 

 ・教育学の専門的知識を体系的に理解している。 

２．汎用的技能 

 ①コミュニケーション・スキル 

 ・他者の意見や考えを理解するとともに、自分自身の意見や考えを他者にわかりやすく伝えることがで

きる。 



  

 ②数量的スキル 

 ・教育に関する数値やデータを分析・理解し、活用することができる。 

 ③情報リテラシー 

 ・情報通信技術（ICT)を用いて、教育に関する情報を収集・分析し、活用することができる。 

 ④外国語運用能力 

 ・特定の外国語を用いて読み、書き、聞き、話すことができる。 

 ⑤論理的思考力 

 ・多角的な視点から、ものごとを論理的に思考し、表現することができる。 

 ⑥課題-解決力 

 ・現代社会における教育に関する課題を発見し、解決を図ることができる。 

３．態度・志向性 

 ①自己管理力 

 ・自らを律し、主体的、計画的に行動できるとともに、自立した女性としてライフキャリアを描くこと

ができる。 

 ②チームワークとリーダーシップ 

 ・組織の中で、他者と協調・協働して物事に取り組むことができるとともに、目標実現のための方向に

導くことができる。 

 ③道理の感覚 

 ・社会のマナーやモラルに対する感覚を磨き、教育の専門家として求められる高い倫理観を備え、自ら

を律して行動することができる。 

 ④社会的責任 

 ・教育学の専門的知識・技能等を活用して、地域や社会に貢献することができる。 

 ⑤審美的なものに自己を差し向けること 

 ・美しいもの善いものに目を向け、その価値に憧れを抱く素直な態度を身につけている。 

 ⑥生涯学習力 

 ・教育の専門家として生涯を通じて学び続けられる自学自習の習慣を身につけている。 

 ⑦健康推進 

 ・健康を意識した生活を心がけるとともに、子どもの心と身体の発達や健康維持に貢献することができ

る。 

４．統合的な学修経験と創造的思考力 

 ・教育や人間形成についてさまざまな角度から学び、子どもの気持ちを理解できる豊かな人間性と指導

力を身につけている。 

 ・深い教育学的人間理解と高い専門性を備えた教授スキルを身につけている。 

 ・小学校・中学校（国語・社会）・高等学校（国語・地理歴史・公民）の教員、学芸員として、または

教育学的知見をもった企業人として活躍できる資質・能力を身につけている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法） 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「3.大学等の教育研究上の基本情報」 

＞(4)3つのポリシー＞大学 3つのポリシー＞大学 カリキュラムポリシー 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/education/index.html 

（概要） 

◎教育学部のカリキュラムポリシー 



  

教育学部は、ディプロマポリシーを達成するために、以下のように教育課程を編成し、実施する。 

１．『総合教育科目』及び『専門教育科目』を統合的に学修することにより、学修者が幅広い知識と豊か

な人間性を基礎とし、専門的知識・技能を修得することができるカリキュラムの編成。 

２．『リベラルアーツスタディーズ』と『プロフェッショナルスタディーズ』の縦軸と、『免許・資格プ

ログラム』と『企業学習プログラム』の横軸とを立体的かつ複合的に組み合わせ、学修者が自らのコ

アコンピタンスを形成しながら、将来の生活設計に対して開かれた可能性を確保できるカリキュラム

の編成。 

３．生涯学習過程を生きる人間の存在・成長・目的等に関する多角的理解に基づき、広い教養に裏づけら

れた教育学的識見と高い専門性を備えた教授スキルを養うカリキュラムの編成。 

◎教育学科のカリキュラムポリシー 

教育学科は、ディプロマポリシーに定める深い教養と高い専門性に富む学士力を形成するために、以下の

ように教育課程を編成し、実施する。 

１．『総合教育科目』においては、8分野で構成され、各分野に選択必修科目を設け、幅広い知識と豊か

な教養を養う。 

２．『専門教育科目』においては、教育に関する理論及びその応用・実践についての科目を学修段階に応

じて系統的に配置し、深い教育学的人間理解及び高い専門性を備えた教授スキルを身につける。 

３．理論と実践、講義と演習・実習等、多岐にわたる授業方法を組み合わせることにより、学校現場の課

題とニーズを踏まえた実践的な指導力を養う。 

４．初年次教育として、必修科目「スタートアップセミナー」「基礎演習」を置き、大学での学修を円滑

に進めるため、アカデミックスキルを育成する。 

５．1年次に、必修科目「教育学」を置き、教育学科での学修に必要な基礎的知識・技能を養う。 

６．2年次以降に、教育に関する理論や方法論、支援方法等の科目を置き、専門的知識・技能を養う。 

７．3年次及び4年次に、必修科目「教育学総合研究」を置き、2年間継続的に学修・研究することで、専

門性を深める。 

８．4年次に、学外での実習等の体験的な活動を行うことにより、さらなる専門的知識・技能の統合を図

り、実践力を養う。 

９．『免許・資格プログラム』においては、小学校教諭1種免許状、中学校教諭1種免許状(国語・社会)、

高等学校教諭1種免許状(国語・地理歴史・公民)、学芸員、司書教諭、准学校心理士等の免許・資格

を取得する上で必要な科目を含む幅広い関連科目を置き、専門的知識・技能を活用して社会に貢献で

きる資質・能力を養う。 

10．『企業学習プログラム』においては、教育学と企業学習の接点を見出すことができる汎用的な科目を

置き、専門的知識・技能を活用して教育関連企業等で活躍できる資質・能力を養う。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法） 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「3.大学等の教育研究上の基本情報」 

＞(4)3つのポリシー＞大学 3つのポリシー＞大学 アドミッションポリシー 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/education/index.html 

（概要） 

◎教育学部のアドミッションポリシー 

教育学部は、ディプロマポリシーに定める人材を育成するため、修学意欲のある以下のような学生を求め

る。 

１．建学の精神と本学の教育の伝統を尊重し、倫理性に基づく目的意識を形成しつつある人。 



  

２．教職に対する強い関心を抱き、グローバル化する時代を認識しつつ、幅広い領域にわたる学問分野に

あって、自ら進んで教育学に関する専門的知識・技能を学びとろうとする人。 

３．人間性豊かな性情を子どもたちに分かち与え得る可能性を備え、教育界及び広く社会の教育活動に貢

献しようとする意欲のある人。 

◎教育学科のアドミッションポリシー 

教育学科は、ディプロマポリシーに定める人材を育成するため、修学意欲のある以下のような学生を求め

る。 

１．高等学校卒業相当の基礎学力を有する人。 

２．高等学校までの履修内容のうち、「国語」及び「英語」を通して、読む、書く、聞く、話すという基

礎的な知識・技能を有する人。 

３．ものごとを論理的に思考・判断し、自分の考えを文章や口頭で適切に表現することができる人。 

４．教育や人間形成に関心があり、教育に関する諸問題を探究できる人。 

５．多様な人々と主体的に関わり、コミュニケーションを取りながら協働して学修に取り組む意欲のある

人。 

６．人間の成長を積極的に支援しようとする情熱を有するとともに、小学校・中学校（国語・社会）・高

等学校（国語・地理歴史・公民）の教員、学芸員及び教育学的知見をもった企業人等として活躍しよ

うとする明確な目的意識があり、主体的に社会に貢献する意欲のある人。 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法： 

鎌倉女子大学ホームページ 大学院・学部・学科 

https://www.kamakura-u.ac.jp/faculty/index.html 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「1.基本情報」＞(4)法人組織 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/basic_info/index.html 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

― 2人 － 2人 

家政学部 － 12人 15人 7人 0人 10人 44人 

児童学部 － 14人 9人 11人 0人 0人 34人 

教育学部 － 9人 9人 4人 0人 0人 22人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

0人 53人 53人

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 

公表方法： 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「5.大学等の教員に関する情報」＞

(3)教員の学位・業績 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/teacher/index.html 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

・教育方法・内容の改善を進めるための全学的な組織として、「FD委員会」を設置している。 

・「FD委員会」が中心となり、「授業改善アンケート」「ピアレビュー」「授業コンサルティン

グ」「FDセミナー」「新任教員研修」等の実施、「ニュースレター」の発刊を行い、教員の資

質・能力の向上に努めている。 

・授業改善アンケートについては、専任教員及び春・秋両セメスターの授業科目を担当している

非常勤講師を対象としており、対象者は春セメスターまたは秋セメスターの担当科目から1科

目(1コマ)以上を選択し、授業の中盤（6～7週目）及び終盤（13～14週目）に計2回アンケート

を実施している。 

・1回目のアンケート結果は各教員に即時にフィードバックされ、教員は学生の意見をもとにセ

メスター後半における授業方法の見直しを行っている。 

・2回目のアンケート結果も各教員にフィードバックされ、教員は1回目のアンケート結果と比較

して自身の授業改善が有効であったか検証するとともに、次年度に向けた更なる授業改善を検

討して「アンケート分析と評価」に記入し、「FD委員会」に提出している。 

・授業改善アンケートの集計結果については、ホームページにおいて3か年度分を公開してい

る。 

 

 

  



  

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 

a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 
b/a 

収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 
d/c 

編入学 

定員 

編入学 

者数 

家政学部 200人 231人 115.5％ 800人 943人 117.9％ 0人 2人 

児童学部 220人 203人 92.3％ 880人 907人 103.1％ 0人 6人 

教育学部 80人 73人 91.3％ 360人 356人 98.9％ 20人 1人 

合計 500人 507人 101.4％ 2,040人 2,206人 108.1％ 20人 9人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

家政学部 
230人

（100％）

3人 

（1.3％） 

223人

（97.0％）

4人

（1.7％）

児童学部 
249人

（100％）

6人 

（2.4％） 

238人

（95.6％）

5人

（2.0％）

教育学部 
103人

（100％）

3人 

（2.9％） 

96人

（93.2％）

4人

（3.9％）

合計 
582人

（100％）

12人 

（2.0％） 

557人

（95.7％）

13人

（2.3％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

家政学部家政保健学科 

学校 [公立] 

〔家庭科教諭〕 

神奈川県教育委員会／横浜市教育委員会／相模原市教育委員会／東京都教育委員会 

〔養護教諭〕 

横浜市教育委員会／北海道教育委員会／千葉県教育委員会／東京都教育委員会／新潟 

県教育委員会／広島県教育委員会 

[私立] 

〔家庭科教諭〕 

学校法人総持学園鶴見大学附属中学校・高等学校 

企業 パナソニックハウジングソリューションズ株式会社/株式会社アクタス/株式会社良品計画/

株式会社イッセイミヤケ/株式会社ストライプインターナショナル/株式会社横浜銀行/横浜

農業協同組合/かながわ西湘農業協同組合/医療法人徳洲会 湘南鎌倉総合病院/株式会社ア

ローズ・システムズ/株式会社森ビルホスピタリティコーポレーション/リゾートトラスト

株式会社 

公務員 鎌倉市役所（行政事務職）/南足柄市役所（行政事務職） 

家政学部管理栄養学科 



  

進学先 早稲田大学大学院スポーツ科学研究科修士課程/神奈川県立保健福祉大学保健福祉学研究科

保健福祉学専攻/岐阜大学大学院自然科学技術研究科生命科学・化学専攻 

病院 独立行政法人国立病院機構/独立行政法人地域医療機能推進機構（ＪＣＨＯ）/ＩＭＳグル

ープ（板橋中央総合病院グループ）/医療法人社団桐和会（タムスグループ）/医療法人社

団栗林歯科医院/一般財団法人太田綜合病院/社会福祉法人聖隷福祉事業団/学校法人国際医

療福祉大学 国際医療福祉大学熱海病院/千石駅前エイチデンタルクリニック 

企業 

 

独立行政法人農畜産業振興機構/独立行政法人国立青少年教育振興機構/ホシザキ湘南株式

会社/森永製菓株式会社/森永乳業クリニコ株式会社/株式会社コロワイドＭＤ/株式会社髙

山/日本ハムファクトリー株式会社/ジャルロイヤルケータリング株式会社/株式会社ロッ

ク・フィールド/独立行政法人労働者健康安全機構/生活協同組合パルシステム神奈川/株式

会社スギ薬局/日本調剤株式会社/エームサービス株式会社/日清医療食品株式会社/株式会

社ＬＥＯＣ/株式会社グリーンハウス/株式会社横浜グランドインターコンチネンタルホテ

ル 

保育所・社会福

祉施設等 

株式会社モード・プランニング・ジャパン/社会福祉法人若竹大寿会 

公務員 （管理栄養士職・栄養士職系）横浜市役所/川崎市役所/伊東市役所/藤枝市役所/宇都宮市

役所 

（行政事務職）長野県庁 

児童学部児童学科 

学校 [公立] 

〔小学校教諭〕神奈川県教育委員会／横浜市教育委員会／川崎市教育委員会／相模原市教

育委員会／茨城県教育委員会／千葉県教育委員会／東京都教育委員会／静岡県教育委員会 

〔特別支援学校教諭〕神奈川県教育委員会／横浜市教育委員会 

幼稚園 ［私立］ 

かまくら幼稚園／比企谷幼稚園／辻堂二葉幼稚園／美し野幼稚園／聖園女学院附属 聖園幼

稚園／鈴鹿幼稚園 

認定こども園 [私立] 

認定こども園いのやま／希望ヶ丘こども園／認定こども園玉川中央幼稚園／認定こども園

ムロノキッズ室の木幼稚園／うちゅうこども園やまて／認定こども園神田幼稚園 

保育所 

社会福祉施設 

等 

[公立] 

横浜市／川崎市／藤沢市／茅ヶ崎市／小田原市／成田市／町田市／大田区／裾 

野市／函南町／長泉町 

[私立]  

かさまの杜保育園／梶原の森たんぽぽ保育園／港南つくしんぼ保育園／希望ヶ丘プラス保

育園／厚木こばと保育園／ナーサリーつづき／株式会社日本保育サービス／株式会社ベネ

ッセスタイルケア／京急サービス株式会社／ヒューマンスターチャイルド株式会社／株式

会社アイオル／久良岐乳児院／横須賀市療育相談センター通園部門 

企業 

 

株式会社べべ/社会福祉法人青い鳥/株式会社サンリオエンターテイメント/よこすか葉山農

業協同組合/独立行政法人労働者健康安全機構 

児童学部子ども心理学科 

進学先 鎌倉女子大学大学院児童学研究科児童学専攻/国際医療福祉大学大学院医療福祉学研究科臨

床心理学専攻 



  

学校 [公立] 

〔小学校教諭〕川崎市教育委員会／新潟県教育委員会 

〔特別支援学校教諭〕神奈川県教育委員会 

[私立] 

〔小学校教諭〕学校法人鎌倉女子大学 鎌倉女子大学初等部 

幼稚園 [私立] 

Beyondia International Schoolやまた幼稚園／八幡橋幼稚園／さつき幼稚園／でんえん幼

稚園 

認定こども園 [私立] 

認定こども園大津幼稚園 

企業 社会福祉法人青い鳥/株式会社ＬＩＴＡＬＩＣＯ/ウェルビー株式会社/信金中央金庫/日本

生命保険相互会社/地方独立行政法人静岡県立病院機構/ＩＭＳグループ（板橋中央総合病

院グループ）/戸田中央メディカルケアグループ（ＴＭＧ）/株式会社赤ちゃん本舗 

公務員 神奈川県庁（福祉職） 

教育学部教育学科 

進学先 東京学芸大学大学院 教育学研究科 教育実践専門職高度化専攻/千葉大学大学院教育学研究

科横断型授業づくり系/成城大学大学院文学研究科国文学専攻 

学校 [公立] 

〔中学校教諭（社会科）〕横浜市教育委員会 

〔小学校教諭〕群馬県教育委員会／埼玉県教育委員会／神奈川県教育委員会／横浜市教育

委員会／川崎市教育委員会／相模原市教育委員会／山梨県教育委員会／長野県教育委員会

／石川県教育委員会 

〔中学校教諭（国語科）〕東京都教育委員会／神奈川県教育委員会／静岡県教育委員会 

〔特別支援学校教諭〕東京都教育委員会／静岡県教育委員会 

[私立] 

〔高等学校教諭（国語科）〕 

学校法人横浜学園 横浜学園高等学校 

企業 株式会社横浜銀行/湘南信用金庫/日本郵便株式会社 

公務員 福島県庁（行政事務職） 

（備考） 

 

 

  



  

c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

家政学部 
241人

（100％）
229人

（95.0％）
3人

（1.2％）
8人

（3.3％）
1人

（0.4％）

児童学部 
252人

（100％）
239人

（94.8％）
5人

（2.0％）
8人

（3.2％）
0人

（0.0％）

教育学部 
94人

（100％）
88人

（93.6％）
4人

（4.3％）
2人

（2.1％）
0人

（0.0％）

合計 
587人

（100％）
556人

（94.7％）
12人

（2.0％）
18人

（3.1％）
1人

（0.2％）

（備考） 

 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 

（概要） 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「6.大学等の教育課程に関する情報」 

＞(1)授業科目、授業内容、授業計画 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/curriculum/index.html 

・「授業科目、授業内容、授業計画」の項目に掲載されている内容は次のとおり。 

 1)各授業科目の科目ナンバー、カリキュラムチャート 

 2)各学科のカリキュラム 

 3)シラバス 

 4)実務経験を活かした授業 

 

 

  



  

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること  

（概要） 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「6.大学等の教育課程に関する情報」 

＞(2)学修成果の評価、卒業・修了認定の基準 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/curriculum/index.html 

・「学修成果の評価、卒業・修了認定の基準」に掲載されている内容は次のとおり。 

 1)成績評価基準、GPA制度、GPAの算出式 

 2)CAP制（履修単位の登録上限設定） 

 3)卒業要件単位、取得可能学位 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要となる

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

家政学部 
家政保健学科 124単位 有・無 24単位×2 

管理栄養学科 124単位 有・無 24単位×2 

児童学部 
児童学科 124単位 有・無 24単位×2 

子ども心理学科 124単位 有・無 24単位×2 

教育学部 教育学科 124単位 有・無 24単位×2 

ＧＰＡの活用状況 

（任意記載事項） 

公表方法： 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「6.大学等の教育課程に関する情報」 

＞(2)学修成果の評価、卒業・修了認定の基準＞成績評価基準、GPA制度 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/curriculum/index.html 

学生の学修状況に 

係る参考情報 

（任意記載事項） 

公表方法： 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「10.大学等のIRに関する情報」 

(1)学修時間    (2)学生の学修に対する意欲  (3)学生の成長実感 

(4)学生の満足度  (5)単位取得状況       (6)学位取得状況 

(7)修業年限期間内に卒業する学生の状況 

(8)免許資格取得状況、国家試験合格状況 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/ir/index.html 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法： 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開「3.大学等の教育研究上の基本情報」 

＞(6)キャンパスの概要、耐震化 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/education/index.html 

 

 

  



  

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

2024・2025年度入学者 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 

備考 

（任意記載事項） 

家政学部 

家政保健学科 
（1年次） 

640,000円 380,000円 521,000円 

【その他内訳】 

教育環境充実費 

：200,000円 

実験実習費：186,000円 

文化厚生費： 15,000円 

休学中の在籍料(年間) 

：120,000円 

家政保健学科 
（2年次～4年次） 

685,000円 ― 565,000円 

【その他内訳】 

教育環境充実費 

：220,000円 

実験実習費：210,000円 

文化厚生費： 15,000円 

休学中の在籍料(年間) 

：120,000円 

管理栄養学科 
（1年次） 

640,000円 380,000円 541,000円 

【その他内訳】 

教育環境充実費 

：206,000円 

実験実習費：200,000円 

文化厚生費： 15,000円 

休学中の在籍料(年間) 

：120,000円 

管理栄養学科 
（2年次～4年次） 

685,000円 ― 595,000円 

【その他内訳】 

教育環境充実費 

：230,000円 

実験実習費：230,000円 

文化厚生費： 15,000円 

休学中の在籍料(年間) 

：120,000円 

児童学部 

児童学科 
（1年次） 

640,000円 380,000円 511,000円 

【その他内訳】 

教育環境充実費 

：196,000円 

実験実習費：180,000円 

文化厚生費： 15,000円 

休学中の在籍料(年間) 

：120,000円 

児童学科 
（2年次～4年次） 

685,000円 ― 545,000円 

【その他内訳】 

教育環境充実費 

：210,000円 

実験実習費：200,000円 

文化厚生費： 15,000円 

休学中の在籍料(年間) 

：120,000円 

子ども心理学科 
（1年次） 

640,000円 380,000円 521,000円 

【その他内訳】 

教育環境充実費 

：200,000円 

実験実習費：186,000円 

文化厚生費： 15,000円 

休学中の在籍料(年間) 

：120,000円 

子ども心理学科 
（2年次～4年次） 

685,000円 ― 565,000円 

【その他内訳】 

教育環境充実費 

：220,000円 

実験実習費：210,000円 

文化厚生費： 15,000円 



  

休学中の在籍料(年間) 

：120,000円 

教育学部 

教育学科 
（1年次） 

640,000円 380,000円 511,000円 

【その他内訳】 

教育環境充実費 

：196,000円 

実験実習費：180,000円 

文化厚生費： 15,000円 

休学中の在籍料(年間) 

：120,000円 

教育学科 
（2年次～4年次） 

685,000円 ― 545,000円 

【その他内訳】 

教育環境充実費 

：210,000円 

実験実習費：200,000円 

文化厚生費： 15,000円 

休学中の在籍料(年間) 

：120,000円 

 

2022・2023年度入学者 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 

備考 

（任意記載事項） 

家政学部 

家政保健学科 640,000円 380,000円 521,000円 

【その他内訳】 

教育環境充実費 

：200,000円 

実験実習費：186,000円 

文化厚生費： 15,000円 

休学中の在籍料(年間) 

：120,000円 

管理栄養学科 640,000円 380,000円 541,000円 

【その他内訳】 

教育環境充実費 

：206,000円 

実験実習費：200,000円 

文化厚生費： 15,000円 

休学中の在籍料(年間) 

：120,000円 

児童学部 

児童学科 

640,000円 380,000円 511,000円 

【その他内訳】 

教育環境充実費 

：196,000円 

実験実習費：180,000円 

文化厚生費： 15,000円 

休学中の在籍料(年間) 

：120,000円 

子ども心理学科 

教育学部 教育学科 

 

 

  



  

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること  

a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

◆オフィスアワー制度 

 ・講義や自主学習の中で感じた疑問点を、教員に直接質問できる制度を設けている。 

 ・各教員が週に2時限のオフィスアワーを設定し、学生の質問や相談に対応している。 

 ・全教員が学生の学修意欲を支えている。 

◆クラスアドバイザー・ゼミナール担当教員 

 ・全学科全学年にクラスアドバイザーが配置され、授業の選び方や学習の方法、学生生活での

悩みなど、学生が抱えるさまざまな問題に対応している。 

 ・3～4年次には、ゼミナール担当教員が就職センター、教職センターと連携しながら、就職や

進学など、卒業後の進路についての相談に応じている。 

◆教務部教務課・学務課・免許･資格指導課 

 ・教務部教務課では授業、試験、教科書に関すること等、学務課では履修登録、各種証明書の

発行等、免許･資格指導課では各種実習に関すること等を通じて、修学支援を行っている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

◆就職センター 

 ・就職センターでは、1年次からキャリア教育を行い、早期から就業意識を持つように指導し

ている。 

 ・就職講座や模擬試験を開催するほか、就職相談、履歴書やエントリーシートの添削、面接対

策（模擬面接など）にも個別に対応している。 

 ・就職カウンセラーと就職センターのスタッフ全員で学生をフォローし、適切なアドバイスや

サポートができるような体制を整えている。 

◆教職センター 

 ・教職センターでは、教員・保育士をめざす学生を対象に、専門職に特化したサポートを行っ

ている。 

 ・年間を通して、「教員・公立幼保採用試験対策講座」や「公立学校教員採用候補者選考試験

説明会」などの講座を開講している。 

 ・入学から卒業後まで、学生一人ひとりの希望や課題を把握し、より質の高い教員・保育士養

成を行えるよう、学科教員や他部署との連携を取りながら、きめ細かなサポートを行ってい

る。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

◆学生相談室 

 ・学生相談室では、臨床心理士、公認心理師の資格をもつ相談員によるカウンセリングを行っ

ている。 

 ・将来に向けてさまざまな経験を積み、多感な時期を過ごす学生生活の中で、いろいろな不安

や悩みを抱える多くの人に対して、学問、進路、家族、友人関係など、どんな相談にも対応

している。 

◆保健センター 

 ・保健センターでは、けがや病気に対する応急処置や、学生の健康の保持増進を図ることを目



  

的とし、健康の自己管理とともに主体的に取り組める健康づくりへの支援を行っている。 

 ・充実した学生生活を送るためには、心身ともに健康であることが大切であり、健康上の悩み

について相談できる体制となっている。また、病院の紹介も行っている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法： 

鎌倉女子大学ホームページ 情報公開 

https://www.kamakura-u.ac.jp/profile/disclosure/index.html 

 

  



  

○総合知を育成するための学生の学びの充実に向けた取り組み 

「データサイエンス・AI学修プログラム」 

 

「データサイエンス・AI学修プログラム」として、データサイエンスとAIに対する関心を

高め、これらを活用した課題解決能力を修得するための履修モデルの提供を行っている。

プログラムの課程履修登録を行い、各レベルの修了要件を満たした場合は「修了証」を発

行する。 

公表方法：鎌倉女子大学ホームページ 「キャンパスライフ」＞「データサイエンス・AI学修プログ

ラム」 

https://www.kamakura-u.ac.jp/campus_life/dsai/index.html 

 

「データサイエンス・AI学修プログラム」リテラシーレベル（全学部対象） 

データサイエンスとAIへの関心を高め、適切に理解し活用する基礎的な能力を修得するための履修モ

デル。 

学修内容 

・データ・Al による社会と日常生活の変化を理解し、データ・Al を活用するための

技術・それによって生まれる価値?最新動向などの知識を修得する。 

・データを適切に読み解き、集計と解析を行い、分かりやすく正確に表現するための

スキルを修得する。 

・データ・Alを利用する際のモラル・倫理・リスク・脅威に対する理解を深め、デー

タを守るために留意すべき知識を修得する。 

授業科目と 

修了要件 

下記の2科目を履修し、合計4単位を取得することで、リテラシーレベルの修了を認定

する。 

 

授業科目 区分 配当年次 単位数 

情報リテラシー 総合教育科目-情報科学 1 2 

数と統計 総合教育科目-生活と技術 1～3 2 

 

 

 

「データサイエンス・AI学修プログラム」応用基礎レベル（家政学部のみ対象） 

自らの専門分野において、データサイエンスやAIを活用して課題を解決するための実践的な能力を修

得するための履修モデル。 

学修内容 

・データ駆動型社会においてデータサイエンスを学ぶことの意義を理解し、分析目的

に応じた適切な分析手法、可視化手法を選択するための知識を修得する。また、デ

ータ・AIの利活用に必要な数学の基礎と、代表的なアルゴリズムを学ぶ。 

・データを収集・処理・蓄積するための技術の概要と、コンピュータでデータを扱う

ためのデータ表現に関する知識を修得する。また、データ・AIの利活用に必要なプ

ログラミングの基礎を学ぶ。 

・AIの歴史と活用領域の広がり、AIが社会に受け入れられるために考慮すべき論点を

理解し、機械学習・深層学習・生成AIの基礎と展望に関する知識を修得する。ま

た、AIの構築・運用を学ぶ。 

授業科目と 下記の6科目を履修し、合計11単位を取得することで、応用基礎レベルの修了を認定



  

修了要件 する。 

授業科目 区分 配当年次 単位数 

情報リテラシー 総合教育科目-情報科学 1 2 

数と統計 総合教育科目-生活と技術 1～2 2 

生活情報論 専門教育科目-家政保健学科 2 2 

プログラミング 総合教育科目-情報科学 3 1 

生活情報論演習 専門教育科目-家政保健学科 4 2 

消費者調査法 専門教育科目-家政保健学科・管理

栄養学科 

4 2 

※管理栄養学科に所属する学生は、他学科専門教育科目履修による卒業要件単位として、上記の

家政保健学科の専門教育科目（2科目4単位）を履修。 

 

 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下の場合には、
当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第
１号に掲げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞ
れ大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げ
る区分をいう。

年間

216人（　　　）人

後半期

201人（　　　）人

110人

13人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

鎌倉女子大学

学校法人鎌倉女子大学

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生等（内数）

※家計急変による者を除く。
203人（　　　）人

116人第Ⅰ区分

学校コード（13桁） F114310104749

（備考）

44人 45人

内
訳

第Ⅲ区分 ―人 33人

（うち多子世帯） （　　　　　　人） （　　　　　　人）

（うち多子世帯） （　　　　　　人） （　　　　　　人）

第Ⅱ区分

―人第Ⅳ区分（多子世帯）

（うち多子世帯） （　　　　　　人） （　　　　　　人）

0人 0人

区分外（多子世帯） 人 人

第Ⅳ区分（理工農）

家計急変による
支援対象者（年間）

―人（　　　）人

217人（　　　）人



年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良である
ことについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、
高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２
年以下のものに限る。）

0人 人 人

―人 人 人

人 人

―人 人 人

退学 0人

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受け
た者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消
しを受けた者の数

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了できないことが確
定

修得単位数が「廃止」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が廃止の基準に該当）

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意
欲が著しく低い状況

0人 人 人

―人 人 人

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

計

―人

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取
消しを受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

右以外の大学等

後半期

年間 0人

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期年間



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

ＧＰＡ等が下位４分の１ ―人 人 人

計 32人 人 人

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意
欲が低い状況

0人 人 人

（備考）

修得単位数が「警告」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が警告の基準に該当）

0人 人 人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 32人 人 人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停
止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を
受けた者の数




